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れたい。同コースは、週 15.5 コマ×17 週の集中コースで、『みんなの日本語』
初級 I, II（全 50 課）の本冊を主要教材として使用した。10 課までは毎日１課、
以降は一週間に３課ずつ進んだ。シャドーングは本冊の「文型」と「例文」を

















     
3. 方法 
表１ 学習者 
 国籍 性別 
A インド M 
B ガーナ M 
C 中国 F 
D ミャンマー F 
E タイ M 
F タイ F 
G タイ F 
H フィリピン F 
I メキシコ M 
J インドネシア F 
K フィリピン M 
















体」、速度を示す語が現れなかった場合は natural speed とみなした。 





























































(C, D, F)、前半に実施した回が多いグループ(G, H, I, J)、および後半に実施した
回が多いグループ(B, E, L)が見られる。F, G と I は遅い速度の実行、または一






図２で理解のみに関して、前半と後半で差がみられない D と、前半が多い E、
後半が多いグループ(F, G, H, I)が見られる。部分的な理解のみは D と I に現れ
るが、D は後半に、I は前半と後半のどちらにも現れている。また、遅い速度で
の理解のみは H に現れるが、前半の終わりの方と後半で見られる。 
図２ 理解のみ 
 




























































































4) 学習者 A からは 24 課以降のポートフォリオを回収できなかった。図には入
れているが、分析の対象にしていない。 
5) 学習者 E は初めのうち「できた事柄」の記載がないか、記載があってもキ
ーワードがない課が多い。「できた事柄」の記載がないところは実施時間も記録
されていないので、シャドーイングをしようとしなかったと解釈できる。した
がって、学習者 E の初めのうちの自己評価はわからないことが多い。 
（本研究は JSPS科研費 JP18K00688 の助成を受けたものです。） 
